
 

 

第 19 回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 会 議 録 1 

文書分類番号 00 09 03 002 永 年 起案 平成 年  月 日 決裁 平成  年 月 日 

議 長  副議長   局 長  次  長  主 査  主  査  担 当 

  

文書取扱主任 

 

開催年月日 平成21年8月28日（金曜日） 開会 10時 00分 閉会 12時29分 

開 催 場 所 第三委員会室 

出 席 委 員 
山木、清水、中田、山腰、田村、水口 事 

務 

局 

中嶋事務局長 

委員外議員～窪之内、井上 田湯次長 

欠 席 委 員 なし 山本主査 

説 明 員  別紙のとおり 

議 件 別紙のとおり 

 

議 

 

 

 

事 

 

 

 

の 

 

 

 

概 
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１．所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、すべて報告済みとした。 

（１）一般会計補正予算(農地・水・環境保全向上対策事業)について 

（２）８月15日現在における作物生育状況について  

（３）農地有効利用支援整備事業について 

（４）農業振興地域整備計画の見直し及び農地情報地図作成について  

（５）緊急雇用創出推進事業について 

（６）一般会計補正予算(商店会等魅力アップ支援事業)について 

（７）サマースカイフェスタ 2009の開催結果について 

（８）そらぷちキッズキャンプサマープレキャンプ 2009の結果について 

（９）秋の丸加コスモスフェアの開催について       

○  平成21年度滝川市下水道会計予算書の訂正とお詫びについて 

（10）一般会計補正予算(緊急雇用創出推進事業)について 

  ① バリアフリー現況調査事業 

  ② 都市計画道路現況調査事業   

  ③ 公園環境整備事業   

  ④ 下水道雨水管台長等整備事業 

（11）一般会計補正予算(災害復旧事業)について 

（12）建設部工事発注状況について 

（13）滝川市都市計画マスタープラン策定経過報告について     

２．第３回定例会以降の調査事項について 
 

   別紙調査項目のとおりとすることに決定した。 
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３．その他について 

○ 休憩中、事務局より常任委員会の視察について報告があった。 

４．次回委員会の日程について 

正副委員長に一任することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 経済建設常任委員長  山 木   昇  ○印 
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平成21年８月27日 3 

 4 

 滝川市議会議長 中 田   翼 様 5 

 6 

                         滝川市長        田 村   弘 7 

                         滝川市教育委員会委員長 若 松 重 義 8 

 9 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 10 

 11 

 平成21年８月18日付け滝議第84号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次の 12 

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 13 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 14 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 15 

 16 

記 17 

 18 

 滝川市長の委任を受けた者 19 

  総務部総務課長     伊 藤 克 之 20 

  総務部総務課主査    小 畑 力 也 21 

  総務部企画課長     田 中 嘉 樹 22 

  総務部企画課主査    吉 住 晴 美 23 

  保健福祉部子育て応援課副主幹   小野寺 宣 子 24 

  経済部長     多 田 幸 秀 25 

  経済部参事                    佐々木 邦 義 26 

経済部次長     若 山 重 樹 27 

  経済部商工労働課副主幹    志 賀 久 幸 28 

  経済部商工労働課主査    前 田 昌 敏 29 

  経済部商工労働課主任主事   青 木 康 男 30 

  経済部商工労働課産業連携室長   阪 本 康 雅 31 

  経済部商工労働課産業連携室主査   諏 佐   孝 32 

  経済部商工労働課元気タウン推進室長  千 田 史 朗 33 

  経済部商工労働課元気タウン推進室次長  長 瀬 文 敬 34 

  経済部商工労働課元気タウン推進室主査  加 地 幸 治 35 

  経済部土地利用対策室副主幹            金 子 昌 弘 36 

経済部農政課長     新 井 敏 幸 37 

  経済部農政課副主幹    鎌 塚 忠 夫 38 

  経済部農政課農業基盤整備室長   北 野 清 隆 39 

  経済部農政課農業基盤整備室主査   寿 永 七月男 40 

  建設部長     大 平 正 一 41 

  建設部土木課長     川 本   滋 42 

  建設部土木課副主幹    尾 崎   敦 43 

  建設部土木課都市計画室長   千 葉   強 44 

  建設部土木課都市計画室主査   湯 浅 芳 和 45 

  建設部土木課都市計画室主査   中 井 崇 敬 46 



 

 

 

 

  建設部建築住宅課長    三 谷 文 彰 47 

  総務部財政課主査                 酒 井 智 康 48 

 滝川市教育委員会委員長の委任及び滝川市長の委嘱を受けた者 49 

  教育部学校教育課長    中 川 啓 一 50 

  教育部学校教育課副主幹    杉 原 慶 紀 51 

                               （総務部総務課総務グループ） 52 

 53 
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第 19 回  経済建設常任委員会 90 

                                                    91 

H21.8.28(金)10:00～ 92 

第 三 委 員 会 室 93 

○ 開  会   94 

 95 

○ 委員長挨拶（委員動静）  96 

    97 

１．所管からの報告事項について                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           98 

《経済部》 99 

（１）一般会計補正予算(農地・水・環境保全向上対策事業)について      （資料）農 政 課 100 

（２）８月15日現在における作物生育状況について             （口頭）農 政 課 101 

（３）農地有効利用支援整備事業について                  （資料）農 政 課 102 

（４）農業振興地域整備計画の見直し及び農地情報地図作成について     （資料）土地利用対策室 103 

（５）緊急雇用創出推進事業について                   （資料）商工労働課 104 

（６）一般会計補正予算(商店会等魅力アップ支援事業)について        （資料）商工労働課 105 

（７）サマースカイフェスタ2009の開催結果について            （資料）商工労働課 106 

（８）そらぷちキッズキャンプサマープレキャンプ2009の結果について    （資料）商工労働課 107 

（９）秋の丸加コスモスフェアの開催について                （資料）商工労働課 108 

 109 

《建設部》 110 

（10）一般会計補正予算(緊急雇用創出推進事業)について              111 

① バリアフリー現況調査事業                    （資料）都市計画室 112 

② 都市計画道路現況調査事業                    （資料）都市計画室 113 

③ 公園環境整備事業                        （資料）土 木 課 114 

④ 下水道雨水管台長等整備事業                    （資料）土 木 課 115 

（11）一般会計補正予算(災害復旧事業)について              （資料）土 木 課 116 

（12）建設部工事発注状況について                    （資料）土 木 課 117 

建築住宅課  118 

（13）滝川市都市計画マスタープラン策定経過報告について             （資料）都市計画室 119 

 120 

 121 

２．第３回定例会以降の調査事項について（別紙） 122 

 123 

 124 

３．その他について  125 

 126 

 127 

４．次回委員会の日程について 128 

 129 

 130 

○ 閉  会 131 

 132 

 133 



 

 

 

１ 

第１９回 経済建設常任委員会 134 

H21.８.28 (金)10：00～ 135 

第 三 委 員 会 室 136 

開 会 １０：００ 137 

委員動静報告 138 

委 員 長 全員出席。委員外議員～窪之内議員、井上議員。空知新聞社、北海道新聞の傍 139 

         聴を許可する。 140 

１． 所管からの報告事項について 141 

委 員 長      議案関連については、経済部は(１)、(５)、(６)の３件、建設部は(10) 、(11) 142 

                  の２件である。議案審査にならぬように留意願う。(１)について説明を願う。 143 

(１)一般会計補正予算(農地・水・環境保全向上対策事業)について 144 

新井課長     (別紙資料に基づき説明する。) 145 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。(なし)(１)は報告済みとする。(２)につい 146 

         て説明を願う。 147 

                  (２)８月15日現在における作物生育状況について 148 

新井課長     口頭により説明する。６月中旬から７月にかけて降雨の影響があり、その関係 149 

         から８月15日現在、水稲は４日おくれ、大豆は７日おくれである。水稲につい 150 

ては８月前半の好天により回復傾向にあり、若干いもち病が散見される。大豆 151 

については生育がおくれているためにさや数が尐なく、特に排水不良の圃場で 152 

は生育がおくれている状況である。タマネギの生育については平年並みで玉自 153 

体も順調である。リンゴの生育は平年並みであり目立った病害虫の発生はない 154 

が、サビカブトは平年より若干多く見られる。秋小麦についての収穫は終了し、 155 

現在ＪＡでは種苗等を集計中である。昨年の反収は良好であったが、ことしは 156 

７月の降雨等の影響から昨年より収穫が尐ないと見込んでいる。 157 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 158 

副委員長     水田の不稔状況は報道されているが、これによって共済との関係で、どの程度 159 

の生産量、生産金額が現時点で予想されるのか伺う。         160 

新井課長     水田の不稔の関係では、一昨日の新聞に 30％と掲載されていたが、空知改良普 161 

         及センター中空知支所に確認したところでは地域差があり、南空知ではかなり 162 

         悪いと聞いている。滝川管内については、滝川管内作況報で確認をしたところ、 163 

         10％代の前半という押さえをしている。通常はこの程度の不稔割合はあるのだ 164 

         が、滝川地域はその割合が低いと聞いていることから際立って悪い状況ではな 165 

         い。 166 

副委員長     水田については了解したが、産地づくりにかかっている部分とかかっていない 167 

         部分とでは違うと思うが、大豆はさや数が尐ないのでかなり悪いと思うが大豆、 168 

秋小麦が共済にかかるようなことが予想されるのか、産地づくりは交付金が出 169 

ているから共済になるのか含めて伺う。 170 

新井課長     大豆については生育おくれということもあるが、圃場の状況によってかなり違 171 

う。 播種の時期も雨によりおくれたということもあり収穫の想定はできていな 172 

い。秋小麦については昨年より落ちているが、悪くはないと見ている。使用自 173 

体それなりの押さえ方をしている。先ほどの水稲の補足であるが、本日、中空 174 

知農業共済組合、ＪＡたきかわ、滝川市が不稔もみ調査に出かけている。 175 

副委員長     水田農家はほとんど産地づくりの交付金をいただいているが、大豆は収量が一 176 

定より悪いときには共済に該当になるのか伺う。大豆のほか共済を納めている 177 



 

 

 

２ 

作物についてはどうか伺う。 178 

新井課長     交付金と共済制度とは別制度になる。           179 

多田部長     若干補足する。産地づくり交付金については、かつてよいものを多くつくって 180 

         いこうということから、収量というものを制度の中に入れてきた。この程度の 181 

         被害では大きくならない想定で、産地づくり交付金に及ぼす影響はないだろう 182 

         と考えている。 183 

委 員 長     他に質疑はあるか。(なし)(２)は報告済みとする。(３)について説明を願う。 184 

     (３)農地有効利用支援整備事業について 185 

北野室長     (別紙資料に基づき説明する。) 186 

新井課長     補足説明をする。基本的には空知土地改良区の区域については、現在、道営の 187 

経営体育成基盤整備事業で進めているので、最低区域に合わない地域、例えば 188 

江部乙土地改良区区域、ため池の部分の地域を中心に進めていきたいと考えて 189 

いる。 190 

委員長     説明が終わった。質疑はあるか。 191 

副委員長      ① ＪＡが仮に主体となったときに45％は農業者が負担をすると思うが、償還 192 

期間がどれくらいか伺う。 193 

         ② 市の負担または補助は予定しているか伺う。 194 

③ 自己労賃を対象とすることが可能というのは、総費用の中に自己労賃を含 195 

めてということはわかるが、無償労働を総費用に含めるということはどういう 196 

ことか、ただ働きをするメリットがどういう形で出てくるのかという意味がわ 197 

からなかったのであわせて伺う。 198 

北野室長     ① 償還についてだが、事業を実施する際に賃貸するところは、日本政策金融 199 

公庫に農業基盤整備資金があり、借りられるところは土地改良区、土地改良区 200 

連合、ＪＡとなっている。貸し付け条件は償還25年で、そのうち10年の据え 201 

置き期間がある。償還等については、借りるお金、借りる者の条件等に伴いそ 202 

の年数が変わってくると聞いている。 203 

② 市の補助については検討中である。 204 

③ 無償の役務については先ほど説明不足であった。工事費のうち50％までは 205 

ボランティアなどの無償の役務で働いたとして、５人雇用すると普通採用の単 206 

価の５人を乗じたものがその工事費に増額し、労賃は払っていないが、５人分 207 

は55％見ているということで、工事費の補助対象の中に組み込める。極端に言 208 

うと 10万円の工事費があって、５万円を工事発注、５万円は無償の役務である 209 

ボランティア、実際には５万円払っていないが、10 万円の 55％で５万 5,000 210 

円が補助金で来る。ここで5,000円の得をする。有償の場合は、お金を払って 211 

いるので当然そのまま全額補助する。全額工事発注をしても、各自で機械を借 212 

り上げたり、資材を購入したりすると経費が安くなるので、そのような組み方 213 

が普通の補助事業と違うところであり、自由な裁量でできるというのが特徴で 214 

ある。 215 

委員長     他に質疑はあるか。 216 

窪之内委員外議員 説明会では、対象地域の方たちがよい事業なので喜んでやりたいと言っており、 217 

既に来年に向け４組の申請があるという。そこで、やりたいが工事によって単 218 

価が不明なのできちんと決めてほしいという願いもあったというが、それにつ 219 

いてはその後、整理して検討されて農家の方々に示された後の４件の申請なの 220 

か、まだこれからどんどん申請者がふえるということなのかについて伺う。 221 



 

 

 

３ 

北野室長     土地改良区の申請があったということは、みずからの施設の関係である。江部 222 

乙土地改良区については揚水場の改修ということで３カ所要望している。空知 223 

土地改良区については、自分の施設の水系の設置となっている。個人的な水系 224 

については手間がかかるが、ＪＡまたは市であれば簡易な申請で済むので、全 225 

体の要望率も把握して予算についてはＪＡと協議していきたい。工事単価につ 226 

いては、条件でかなり違うので正式には示していない。 227 

窪之内委員外議員 ① 江部乙土地改良区では実際にはできないので、ＪＡまたは市が検討すると 228 

いうことであるが、仮にＪＡだとすると、農家の負担がそのときに発生すると 229 

考えられるが、その辺は全く白紙で市がやるという方向で動いているというこ 230 

とではないのか、今後の協議ではどうなるのか伺う。 231 

         ② 単価の希望を早く出してほしいということだったので、この辺についての 232 

見通しはいつごろ出るのか。出たらファックスを送信するということであった 233 

と思うが、その予定について伺う。 234 

北野室長     ①② 市も実施する方向では検討するが、単価の問題ではＪＡと協議し早急に 235 

提示したいと思う。 236 

多田部長     今、室長が答えたとおりであるが、市が行う場合についても、ＪＡが主体的に 237 

行うにしても、双方どのような協力体制に持っていくのかということに尽きる 238 

と思っている。仮にＪＡが行うということになった場合についても市が何もし 239 

ないわけではない。市がどの程度入っていけるのか詰めていかなくてはならな 240 

いと思っている。 241 

委 員 長        他に質疑はあるか。(なし)(３)は報告済みとする。(４)について説明を願う。 242 

              (４)農業振興地域整備計画の見直し及び農地情報地図作成について 243 

佐々木参事    (別紙資料に基づき説明する。) 244 

委員長     説明が終わった。質疑はあるか。 245 

副委員長     ① 下の表で、４）農業関係機関内合意形成作業・共有化属性データ作成の年 246 

間計画中、合意形成作業・会議等とはどのようなことを言うのか伺う。 247 

         ② 図表の９月の意向調査について、具体的にどういう形で行うのか伺う。 248 

         ③ 図表の農地情報地図作成の覚書・参加申込については、北海道土地改良事 249 

業団体連合会が行い、作成については市の負担はない。職員が何もすることが 250 

ない中で、市はどういうかかわりをここで持つのかについて伺う。 251 

④  都市マスタープランについて、全体構想作成会議に提案がされるわけであ 252 

るが、バイパス沿線の部分を含めて都市マスタープランに提案がだれからいつ 253 

ごろされるのか伺う。 254 

⑤ 都市マスタープランに提案する前、農業振興地域整備計画の会議に示すの 255 

はいつごろされるのか伺う。 256 

佐々木参事    ① 都道府県土地改良事業団体連合会が主体的に取り進めることになる。他の 257 

         付加情報をこのデータとリンクさせることによってそれぞれの団体がそれを         258 

活用していく。活用する中にそれぞれの団体が一緒に参加していく。いずれに 259 

         しても、一緒に参加していくという意思表示を、共にデータを活用あるいは         260 

内容の精査を年次的に行っていくという意志固めの中身である。その中で市が 261 

         果たす役割であるが、これについてはそれぞれの団体が必要とする情報を取り 262 

まとめしながら、この１点目の基本となるデータをこれにリンクさせていくに 263 

はどこかが取りまとめしていかなくてはならない。現在市が軸になる役割を担 264 

っている。 265 
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② 意向調査については、それぞれの農地の利用状況、あるいは今後どのよう 266 

に進めるかの中身についてアンケート項目を定めて、それをそれぞれの農家の 267 

方に配って回答を求めていこうと考えている。  268 

         ③④ 都市マスと農地の関係であるが、現在、12号バイパスについて大きな争 269 

点になっていると思うが、これについてはまだ都市マスと具体的には協議して 270 

いないので精力的に協議をしていきたいと考えている。 271 

副委員長     既に全体構想策定会議で、バイパス周辺の沿線の問題が議題になっているとい 272 

うことだと思う。私が今まで質疑して返ってきた答えというのは、まず、農振 273 

のほうで方針が出されて、これを都市マスに出すと聞いていた。今の答弁では、 274 

下の表で行けば農振については平成 21 年に基礎意向調査をやって基礎資料を 275 

作成して、平成22年に整備計画を検討。農振のほうで沿線をどうするかという 276 

ことが決まらないうちに都市マスでは来年の五、六月頃に市民に説明となる。 277 

農振で決まらないものを都市マスでどんどん進めていくととらえてよいか伺う。 278 

佐々木参事    当然これを進めていく過程では、農振とのかかわりというのもあわせて進めて 279 

         いかなくてはならないと考えている。今の農振のあるべき姿というものがどう 280 

なのか。農振の適用除外ということは農地の縮小につながっていくと思うが、 281 

それらがどの程度縮小が可能か十分に把握されていないことから、農振の必要 282 

とする面積、都市計画で必要とするものを引き離して考えることはできないの 283 

で、協議を進めながらそういった部分についても方向性を見出していきたいと 284 

考えている。 285 

多田部長     都市マスと農振の関係であるが、12号バイパスのところで沿道サービスを行っ 286 

ていくという一定の方向性を基本に考えて土地利用対策をつくっていくことが、 287 

土地利用対策室では大きな部分であると思っている。都市マスとのかかわりで 288 

は、都市マスはゾーンで考えていく。12号バイパスのところまでという押さえ 289 

をしている。農振を見直していくということは、個々の農家の人に今後の農業 290 

経営をどのようにやっていくかという意向を伺いながら滝川市としてのあり方、 291 

面積の把握をしながら利用計画を定めていくということで、もう尐し農振のほ 292 

うはミクロな感覚で整備を進めていくという状況であり、都市マスはゾーンの 293 

中でのとらえ方があるのかと思っている。最終的には、都市マスと農振とはも 294 

ちろん連携していくということから市民への意向、都市マスで言っている市民 295 

への説明の段階でどこまで踏み込めるのかは双方に協議をしながら進めていく 296 

ということになると思っている。              297 

副委員長     部長が最後に言われた市民への説明の段階で、農振との関係はどこまで踏み込 298 

んだことが言えるのかということが課題と言われたが、まさにそのことがこの 299 

問題をわかりづらくしている。いつまでたってもはっきりとしたことは言えな 300 

い。農振のほうで決まらないと沿道は商業地域として使えるかどうかはわから 301 

ないということを、平成22年に市民への説明でするわけだが、マクロ的と言い 302 

ながらゾーンとしてここは沿道を商業地域にしていくという都市マスをつくっ 303 

ていくわけで、わからないと言いながら都市マスを変更していくというわかり 304 

づらい話であるが、今後も続けようとしている。そこをはっきりさせた上で都 305 

市計画に載せていくということが一番常識的な形ではないかと思うが伺う。     306 

多田部長     どのような形で都市計画マスタープランを見直していくかについては、いろい 307 

ろな進め方があると思っているが、例えば、都市マスの見直しの経過の中で中 308 

心市街地活性化基本計画が認定になって、その流れの中で農振の見直しを行っ 309 
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ていくことと思う。相互の計画はもちろん、きちんと整合性が取れていなけれ 310 

ばならないと思っている。都市マスの見直しの経過の中で、連携もしながら農 311 

振も見直す。平成 23年度には都市計画マスタープランもできるし、農振の見直 312 

しもでき、合意形成の過程でいろいろと農振法は農振法の中で定めた手続きが 313 

あり、都市マスの中でも同様である。中心市街地活性化基本計画は中心市街地 314 

活性化基本計画の条件の中で行っている。そういうものを相互にあわせながら 315 

市民の意見も伺いながら意見を反映させ農振の見直し等も行っていくというこ 316 

とであり、双方を連携させながら同時並行に進んでいくということである。 317 

副委員長     農振がまだ決まっていないので答えられないという話で、都市マスだけを進め 318 

ていくということだけはやめてほしい。今の段階で、全体構想策定会議にバイ 319 

         パス沿道について、どのような説明をして、どのような資料を出しているか。 320 

いつ、どんなことを策定会議に提案をしていくか伺う。 321 

多田部長     今、農振の見直し作業について説明をしたが、農振と都市マスとは関連がある 322 

ので、全体の流れの中で農振はこのようにするという説明をさせていただいた 323 

ところである。都市マス全体構想策定会議は経済部ではないと思っている。 324 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。（なし）(４)は報告済みとする。 325 

         所管入れかえにつき、若干休憩する。 326 

休 憩 １０：５２ 327 

再 開 １０：５６ 328 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開する｡経済部の(５)について説明を願う。   329 

         (５)緊急雇用創出推進事業について 330 

若山部次長    (別紙資料に基づき説明する。) 331 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 332 

水  口          今の説明で写真資料デジタル化事業の1,533万3,000円の内訳を教えてほしい。 333 

田中課長     総事業費約1,500万円で、人件費が約1,200万円で人件費割合が 78.9％になっ 334 

ている。 335 

委 員 長     他に質疑はあるか。 336 

山  腰     職種とか資格によって時給などの差があると思うが、通常の草刈りと司書やパ 337 

ソコン操作経験者とは違うのか。 338 

田中課長     今のデジタル化の関係で説明すると、操作の専門性ということもあって、設計 339 

段階では時給で税込み約 1,200円程度になる。 340 

若山部次長    公園整備では、市の臨時的任用職員の作業員単価で870円、保育所の関係も同 341 

様で、バリアフリー現況調査事業の関係は委託だが、職種ごとにそれぞれ積算 342 

した金額である。 343 

委 員 長     他に質疑はあるか。 344 

副委員長     時給 1,200円の人件費の仕事があるということだが、1,200万円のうち、いわ 345 

ゆる有資格者の分はどれくらいあるのか伺う。 346 

田中課長     この場合、指導員ということで１日当たり約 19,000 円の積算になっている。 347 

1,200万円のうちでいうと１人当たり 230万円になる。 348 

副委員長     残りの人件費についても８名のうち１人は時給1,200円で、その他の７名は幾 349 

らなのか伺う。 350 

田中課長     指導員１人が約 230万円で、雇用は８人で、指導員は別であり、７人は新規雇 351 

用で時給1,200円であり、約 967万円になる。 352 

副委員長     ８人の中には時給 1,200円の人は含まれないということなのか。 353 
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田中課長     ８人が時給1,200円である。 354 

副委員長     そうであれば、追加事業計画の重点に一つも合致しないのではないか。１．特 355 

に資格を必要としない、２．中高年齢者の就業機会の創出、３．パソコン入力 356 

などの資格や経験を必要とする事業、のこの３番目に該当するのか。３と１と 357 

２は全然違う要件になっている。私は総務文教常任委員会に委員外議員で出席 358 

して聞いたが、これは議案関連なので本会議で質疑する。 359 

若山部次長    きのうも副委員長の質問で答弁したが、あくまでも当初は 1,500万円しか枠が 360 

ないということで、他の市町村の例を参考にして滝川でも積み上げて導入した。 361 

所管からも説明したようにスキルアップセンターに行って訓練している指定業 362 

者に対しても、45歳以上の方が多いとか、たがをはめながら考えていった事業 363 

ということで理解願いたい。 364 

委 員 長     他に質疑はあるか。(なし)(５)については報告済みとする。(６)について説明 365 

願う。 366 

                  (６)一般会計補正予算(商店会等魅力アップ支援事業)について 367 

千田室長     (別紙資料に基づき説明する。) 368 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 369 

山  腰     ① 支援事業としては商店街の関係で総額幾らあったのか伺う。 370 

         ② なぜ滝川市がその事業の中で１企業当たり年額100万円なのか根拠につい 371 

て伺う。確かにゼロよりは一時金 100万円の助成はそれぞれ事業者に活力を与 372 

えるということではよいが、この時代に100万円の金がどのくらい有効に利用 373 

されると思っているのか。例えば、国がこの年額100万円助成してくれるので 374 

あれば、滝川市が単独で 100万円出して200万円で行おうという発想はなかっ 375 

たのか。また、平成 22年度までの２年間の結果、非常に有効で効果があったと 376 

いうことであれば、これは滝川市としても単独で考えなければならない事業の 377 

一つだと思うがその辺の見解について伺う。 378 

千田室長     ② これは市の単独事業ということで国の助成はない。前回の経済対策のとき 379 

に、地元からそういった声が出れば検討したとは思うが、私どもの情報発信が 380 

悪かったのかもしれないがそういった提案が一つもなかった。ここにも書いて 381 

あるが近郊商店街からということで、今、話があるのは若手メンバーと情報交 382 

換する機会があって、そういったことをやりたいといった新たな提案があった 383 

ので、人材育成をしたいという思いで今回事業提案をさせてもらった。 384 

多田部長     ① 国の経済対策によって滝川市に２億 400万円が交付され、その使い方につ 385 

いて議会の中で議論することはもちろんであるが、その前段として市内の方々 386 

の意見を伺ったほうがよいのではないかと事業展開を図ってきたところだが、 387 

滝川市商店街振興組合連合会のほうから意見が出てこなかったので独自事業と 388 

させてもらった。 389 

山  腰     ２億 400万円の中には入らなかったが、所管としては遅まきながら声が出てき 390 

たので、１事業当たり補助限度額が年額100万円という配慮のある事業である 391 

ことが理解できた。 392 

委 員 長     他に質疑はあるか。 393 

田  村     平成 21年度からの２カ年ということで、ことしは江部乙のことを言っていたが 394 

来年はどうなのか。 395 

千田室長     今回はまだ提案されていないが、江部乙から声が上がったのは間違いない。滝 396 

川市には西町もあるし滝の川もある、そういった面からも議会の承認をいただ 397 
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いた後に個別に歩いて提案いただける体制もつくっていきたいと思っている。 398 

平成 21年度、平成22年度の中で積極的に声を上げていただいて事業として行 399 

っていきたいと考えている。 400 

委 員 長     他に質疑はあるか。 401 

副委員長     今回は近郊商店街ということでネーミングも素晴らしいと思うが、中心市街地 402 

ばかりではないということも理解できる。中心市街地の５商店街でこれと同じ 403 

形でやってきた事業を挙げてほしい。例えば坂の上商店街の電子掲示板等もそ 404 

ういったものだと思うが参考までにどんな事業をやってきたのか。 405 

千田室長     資料もないので全部はお答えできないが、最新のものでは商店街活性化事業で 406 

中心市街地活性化基金を積んでおり、た・べ・る、needit、ふらっと、につい 407 

ては支援もしているし、坂の上商店街では電光掲示板。街なかでいえば空き店 408 

舗対策にもしている。中心市街地の基金ということで商業には関係ないかもし 409 

れないが消費者協会には３年間支援している。５商店街及び３商店会に対して、 410 

「なまら大爆笑」というイベントが３年間続いているがこれにも支援している。 411 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）(６)は報告済みとする。(７)、(８)、(９)につい 412 

て説明願う。 413 

                 (７)サマースカイフェスタ2009の開催結果について 414 

                  (８)そらぷちキッズキャンプサマープレキャンプ 2009の結果について 415 

                  (９)秋の丸加コスモスフェアの開催について    416 

若山部次長    ((７)、(８)、(９)について別紙資料に基づき説明する。) 417 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。（なし）(７)、(８)、(９)は報告済みとする。 418 

         以上で経済部を終了する。所管入れかえにつき、若干休憩する。 419 

休憩 １１：２９ 420 

再開 １１：３２ 421 

委 員 長     休憩前に引き続き再開する｡財政課より平成21年度滝川市下水道会計予算書に 422 

ついて説明する。   423 

○ 平成21年度滝川市下水道会計予算書の訂正とお詫びについて 424 

吉井課長     (別紙資料に基づき説明する。) 425 

委 員 長     これについて質疑はあるか。（なし）建設部の(10)について説明願う。 426 

              (10)一般会計補正予算(緊急雇用創出推進事業)について 427 

千葉室長     (①②を別紙資料に基づき説明する。) 428 

川本課長     (③④を別紙資料に基づき説明する。) 429 

委 員 長     報告が終わった。質疑はあるか。（なし）(10)は報告済みとする。(11)につい 430 

                  て説明願う。 431 

                 (11)一般会計補正予算(災害復旧事業)について 432 

川本課長     (別紙資料に基づき説明する。） 433 

委 員 長     報告が終わった。質疑はあるか。 434 

副委員長     土木課の 58.4％というのは６月補正であり、８月４日補正を総工事費に含めた 435 

場合の割合だと思うが、その確認と予算が通って通常どれくらいで発注できる 436 

のか伺う。 437 

川本課長     ５億 7,907万1,000円というのは８月４日の補正後の数字である。発注方法と 438 

しては地域限定枠を設けて進めているが、工事設計してから通常約１カ月かか 439 

っている。 440 

副委員長     そうすると５億 7,907万 1,000円のうち土木課関連というのは８月４日で幾ら 441 
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だったかというと、６月補正及び当初予算ということになる。６月補正と当初 442 

予算で決まったものが件数、金額で幾ら残っているのか伺う。 443 

川本課長     今後の発注予定であるが、９月３日に４本、９月 10日に８本、９月15日に２ 444 

本である。残りの２本については９月中旬か下旬以降になり発注件数で概ね９ 445 

割以上になる。当初予算で残っている道路改良工事で、新設合わせて４本、下 446 

水道工事が３本である。６月補正はない。 447 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）(11)は報告済みとする。(12)について説明願う。 448 

          (12)建設部工事発注状況について 449 

千葉室長     (別紙資料に基づき説明する。) 450 

委 員 長     報告が終わった。質疑はあるか。 451 

副委員長     土木業界の方が言うには９月に発注されると人が集まらないのに、何でこのよ 452 

うな工事を暇な６月や７月にさせてもらえないのかと言われているが理由を伺 453 

う。 454 

大平部長     今回の緊急経済対策として数多くの工事をつくって発注をしてきた。５月末ま 455 

でにはほとんどの部分は発注した。そのあとおくれている補助事業の主な部分 456 

については、ある一定の補助枠ができている部分があり、１つの工事が終わら 457 

ないと額が確定しないこともあり、残った部分をすべて補助枠の中で消化しな 458 

ければならない。工事が終わってから金額が確定し、次の工事の発注をする形 459 

になりおくれるケースと、それに伴う単独費とする工事もあるのでさらにおく 460 

れることがある。下水道については、下水道１本の工事となると市の事情にな 461 

るが工事が全部終わってしまうと補助としての人件費、事務費などがいただけ 462 

なくなったりすることがあり、ある程度長い工期で全体としてスパンを持たな 463 

ければならないというケースもある。舗装では、一部残していたのはどうして 464 

もやらなければならない工事が発生してくる場合があるので、最後に１本残し 465 

ておくことが必要で、時期としては学校周辺で夏休みしかできないような舗装 466 

工事もある。全体的に見て補助の必要性や現場ごとでの必要性を見て当初より 467 

予定していた。 468 

副委員長     補助制度との関係でいえば、国の制度を改善して見直しをかけるしかないと思 469 

うが、事務費が有利だからスパンを長くするといった理由は労働者のことを考 470 

えていないと思う。会社の経営者にはいいのかもしれないが、労務者が通年雇 471 

用ではなくて、仕事ができたら雇われる状態でそれまで失業しているわけで、 472 

事務費のためにおくらせるといったことはやめたらどうか。 473 

大平部長     労務者のことを考えると当然そういったことはあると思うが、工事全体の大枠 474 

の中では尐しずつでも早い時期にやりたい、持ち出ししても困るので、ある程 475 

度の長いスパンの中でやれるような工事発注計画にしている。 476 

委 員 長     他に質疑はあるか。 477 

山  腰     ８月 28日現在の資料４の中で、地元最優先で発注しているのだから入札率は高 478 

いと思うが、土木課、建築住宅課での平均落札率を伺う。 479 

大平部長     手持ち資料はないが、土木課で 94、95％だと思う。建築住宅課でもおよそ同じ 480 

くらいと思う。 481 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）(12)は報告済みとする。(13)について説明願う。 482 

（13）滝川市都市計画マスタープラン策定経過報告について     483 

千葉室長     (別紙資料に基づき説明する。)  484 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 485 



 

 

 

９ 

副委員長     全体的なスケジュールの関係で伺うが、先ほど経済部の報告で都市マスタープ 486 

ランのスケジュールが示されたが、平成21年度は全体構想策定会議になってい 487 

る。８月６日のタウンウォッチングまでに策定会議が６月25日に１回行われて 488 

いるが、バイパス沿道の商業地域化についてはどのような報告をされているの 489 

か、されていなければいつどのような内容で報告する予定なのか伺う。 490 

湯浅主査     滝川市の都市マスタープランについては、全体構想の部分と地域構想の部分で 491 

成り立っている。本年度については全体構想の部分について素案をつくってい 492 

くことになる。来年度については地域別構想という形になる。その中で来年度 493 

は全体構想の中で若干の修正があるかとは思うがマスタープランの策定を行っ 494 

ていきたいと思っている。細かなスケジュールとしては、策定委員会の会議の 495 

中で年内に全体構想の素案というものを話し合っていく。 496 

千葉室長     バイパスの件だが、基本方針の中で示してあるとおり、副委員長が言うように 497 

商業化とは特に書いてはいないが、沿道利用を図っていくとしている。土地利 498 

用について基本方針に合った方法がどうあるべきかを、道と２回目の協議をし 499 

た。いつどこで報告できるかということについては、策定委員会が、平成 22 500 

年度までということになるので、それまでにはと思っているが、具体的にいつ 501 

とは言えない。 502 

副委員長     基本方針に書いてあるというのはわかるが、これを第１回の策定委員会で資料 503 

として提出し、口頭でも説明したということだが、今まで本会議で聞いていて 504 

も沿道部分については農振が決まらないとはっきりとしたことは申し上げられ 505 

ないと答弁してきている。農振が決まるのは平成23年で、それとの整合性が果 506 

たしてとれるのか。この沿道サービスといえばイコール商業で、それ以外あり 507 

得ないのだから、もし委員から質問を受けたら農振との関係があるのできちん 508 

と説明がされないことが想定される。質問を受けたらこれは農振を外して商業 509 

地域になるのか、第２種住居専用地域になる計画とか、具体的に答弁する予定 510 

なのかを伺う。また、道との協議と策定会議の関係についても伺う。 511 

千葉室長     都市計画法上の法律的な位置づけについては主査から報告する。道との協議に 512 

ついては、基本方針では滝川市の用途地域の中には未利用地部分があり、その 513 

ためにどのような土地利用をするのかという意見交換をしていて、滝川の土地 514 

利用の回答を求められている。都市マスタープランが策定されて10年経過し、 515 

見直しの時期に来ている。農業についてもバイパス沿道の部分を外すというこ 516 

とになれば、農政側の理論も整理しなければならない。コンパクト化を図ると 517 

いう方針は変わっていない。 518 

湯浅主査     沿道サービスが商業系であるという法的な位置づけではっきりしたものはない 519 

が、現在のところ基本方針の中で書かれているのは、道路の４車線という中で 520 

はかなり交通量が多い。自動車の利用を生かした業種での沿道サービス型にな 521 

ろうかと思う。その中ではどんなものが必要か、これから建物を精査し検討し 522 

ていく必要があるかと思う。その中で基本的には規制は基本計画にも書かれて 523 

いるが、大型店は誘致しないという方向で考えている。 524 

副委員長     聞きたいことは全体構想策定会議で委員から質疑を受けたらどういった業種が 525 

使えるのか、委員がイメージできるような説明ができるかということで、幅も 526 

50メートルくらいを考えているとか、農振次第でさっぱりわからないとかの答 527 

弁をされると委員が考えようがなくなる。具体的に言えるかどうかの問題なの 528 

で、端的に答えてほしい。 529 



 

 

 

１０ 

千葉室長     期待にこたえる答弁ではないと思うが現時点では言えないと思う。ただし業種 530 

については商業では中心市街地の安定化を図ることから、商業系の拡大になら 531 

ないような倉庫群あるいはコンビニ的な物や、市内業者に影響のない整備工場 532 

等を考えている。 533 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）(13)は報告済みとする。 534 

            ２．第３回定例会以降の調査事項について  535 

委 員 長     別紙のとおり確認してよいか。（よし）別紙調査項目のとおりとすることに決 536 

-定した。 537 

３． その他について 538 

委 員 長     事務局より常任委員会視察について報告がある。休憩する。 539 

休 憩 １２：２５  540 

再 開 １２：２８ 541 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開する。 542 

 ４．次回委員会の日程について 543 

委 員 長     次回委員会の日程については、正副委員長に一任願えるか。（よし） 544 

         以上をもって、第 19回経済建設常任委員会を閉会する。 545 

閉 会 １２：２９ 546 

 547 

 548 


